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 昨日に続いて快晴に恵まれる。目が痛くなるような紺碧の空にくっきりと線を描く前穂高の峰々

が今更のように美しく感じられる。さて、本日からいよいよ本格的に行動を開始する。8 時 45 分、

石原國・南川・石田・滝川の 4 名が奥又白池へ、9 時、ホテルに残置した荷物のボッカのため黒田・

常保・小坂の 3 名が各々出発する。池へ向かった 4 名は中畠新道を通り、池到着後(12 時 40 分)、

冬からの残置品を掘り出し、テントを乾かしたり整地をしたりして 16 時 20 分に出合テントに帰

る。やや遅れてホテルへ下った 3 名も帰る。全員出合にて泊まる。 

  4 月 27 日(雨) 

 風雨強く荷揚げ中止。午前中は荷物の整理などして過ごしたが、午後は退屈しのぎにと対岸へ直

行できるように橋をかけることにし、流木を集めて 2 時間余りかかって成功する。名付けて"すき

やまばし"と言う。 

  4 月 28 日(晴) 

 やや風が強かったが荷揚げには差支えることはない。9 時 20 分、石原國・南川・石田・滝川・

常保・小坂の 6 名、池の荷揚げに上がる。池にてテント一張り設営し、雪洞をも併せて作る。10

時 20 分、石原一郎出合に到着し昼食後 11 時 40 分、池へと上がる。滝川・常保・小坂テント設

営後出合に下る。今夜からキャンプが池と出合の二ヶ所に分かれる事になる。明日からは池では捜

索を始めるだろうし、今夜は後発隊が名古屋を出発している筈であるから、ようやく行動も軌道に

乗り出した事を感じる。しかしながら如何にも残雪の多いのが唯一の気がかりである。明日からは

毎日幾人かが、出合～池間を往復する事になる。  

  4 月 29 日(曇のち晴) 

 (池)石原國・南川は A 沢経由三本槍より第二テラスを観察するも何ら発見に至らず帰る。午後、

石原國・石田は B 沢上部捜索するも発見するものなし。途中より雪となり、視界きかず 15 時 30

分、池に帰る。 

  (出合)黒田・今井、後発隊との連絡のため下る。ホテルまで下るも(12 時)未到着のため中の湯

まで下る。後発隊は石岡・松田・北川・長谷川・太田・島塚・若山富雄・若山英太・鈴木・大橋・

山北・青木・吉川の 13 名からなり、15 時 30 分ホテルに着き泊まる。 

4 月 30 日(晴) 

 (池)後発隊到着に備えてテント二張り設営する。 

  (後発)8 時過ぎ石岡以下 10 名ホテルを出発し、出合にて昼食後、池へ向かう。荷揚げのため同

行した滝川・黒田・常保 17 時 20 分池より帰る。鈴木以下 5 名は坂巻まで下り、昨日残置せる荷

物を持ち 19 時 10 分出合に来る。後発隊の到着にて池テント 9 名となる。 



  5 月 1 日(雪のち晴) 

 池にて約 40cm の積雪を見、出合にても一時は真っ白になる。午後は晴れあがったが大橋以下 3

名がホテルへボッカのため下っただけで、残りの者は休養日とする。 

  5 月 2 日(晴のち曇) 

 出合より長谷川以下 9 名池へ荷揚げのため上がる。池より石原一・松田・石原國・南川、6 時に

出発する。石原兄弟・松田 V 字状雪渓より第二テラスへ達するも、積雪多く且つ雪の状態極めて不

安定なるため、捜索を中止して稜線にて待機中の石田・南川と共に 15 時 40 分、池テントに帰る。

伊藤・室・高井・森、出合にて昼食後、12 時 15 分池へ向かう。午後やや遅れて新井出合に到着す

る。滝川、養魚場までシュラフザックを取りに下る。16 時 30 分荷揚げを終えて前記 9 名、若山

兄弟と共に下って来る。若山英・滝川・今井は石岡よりの手紙持ち、西糸屋へ北穂会の方々の応援

を頼みに下る(17 時)。小山氏他に快く引き受けるとの返事いただき、ホテルにてスコップ 4 丁拝

借し 21 時 30 分出合に帰る。 

  5 月 3 日(曇のち雨) 

 出合より新井以下 6 名池へ上がる。太田・大橋ホテルへボッカのため下る。池テントより石原兄

弟・室・松田・高井・森・南川・石田の 8 名、第二テラスに向い全員にて第二テラスの発掘作業行

うも雪量膨大なるため遅々として進まず、第二テラスでの捜索を断念する。テント帰着は 18 時で

あった。伊藤が心配して途中まで迎えに上がって来る。午後北穂会の小山・小松・太田・平沢の 4

氏が池に到着される。出合より若山兄弟・山北・服部・小坂ホテルへ泊まりに下る。 

  5 月 4 日(雨) 

 出合より新井以下 5 名池へ上がる。ホテルより小坂上がって来る。しかしながら、朝より雨降

り、ガスに包まれて、捜索続行不可能なため、捜索は打ち切られ、池テント(14 時)、出合テント

(14 時)、各々撤収し全員ホテルに下り泊まる。 

  5 月 5 日(晴) 

 再び素晴らしいまでに晴れ上がったが、荷物整理のため石原國・石田・新井・南川・滝川・黒田・

長谷川・太田・常保・今井の 10 名を残して、全員夜行にて帰途に着く。 

  石原國・石田の 2 名養魚場へ行き挨拶方々荷物の整理をしてくる。他の 8 名は装備の整理のた

め遅れ、先記 2 名と共に坂巻まで下り泊まる。 

  5 月 6 日(晴) 

 坂巻 11 時発のバスにて上記 10 名帰途に着く。松本にて東京に帰る石田・石原國と別れる。春

期捜索行ここにむなしく終わりを告げる。 














